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ボランティア ・ 市民活動情報 「マガジン」 は、 ボランタリー活動
プラザみきのホームページからでもご覧いただけます

ホームページ
はこちら →

日 曜日 催し物

１/ １㊍～１/ ４㊐は市民活動センター休館日
5 月 コミュニケーション麻雀体験会 ▲
6 火
7 水 さくら草の会　交流会 ▲
8 木
9 金
10 土
11 日 人権書道きらきら　きらきら書道 ▲
12 月 コミュニケーション麻雀体験会 ▲
13 火 盲ろう者通訳介助ボランティア養成講座 ▲
14 水
15 木 市民活動センター　休館日
16 金

17 土
みきおもちゃ病院 ▲
パソコン定期相談 ▲
阪神淡路大震災 1.17 追悼式典 ▲

18 日
19 月 コミュニケーション麻雀体験会 ▲
20 火 育児ファミサポ　子育てサポート講座 ●
21 水 さくら草の会　交流会 ▲
22 木
23 金 ●
24 土 高次脳機能障害・家族・支援者の会　チャレンジャー ▲
25 日 みき人形劇の会　まんてんげきじょう ▲

26 月
コミュニケーション麻雀体験会 ▲
Happiness ♪ 公開練習 ▲

27 火
28 水
29 木

30 金

31 土

プラザ催しなど ●

ボランティア・市民活動団体催しで
市民活動センターで行われるもの ▲

市内の他の場所で行われるもの ■

ぼらぷら休業日 ■

間情報月1月

2026

■日　時：３月１５日㊐
　　　　  マルシェ     9：３０～１３：００
　　　　 講演会   １３：００～１５：００
■会　場：三木市立市民活動センター
■入場料：前売３，０００円 / 当日３，５００円
　　　　　　※高校生以下は無料
■申込方法：
　①申込フォーム▶▶▶▶▶▶▶▶
　②下記で前売券を購入
　　・三木労音　　☎０７９４- ８２- ９７７５
　　・ボランタリー活動プラザみき
　　　　　　　　　☎０７９４- ８３- ００９０
■主　催：Lotus　( ロータス )
■問合先：三木労音 ☎０７９４- ８２- ９７７５

　「～ひとりひとりの花を咲かせよう～」と
題し、池川明先生の講演会を開催。
　午前中はマルシェ ( 入場無料 ) も開催します。

＼先取り！／ 3月の催し

三木市育児ファミリーサポートセンター

子育てサポート講座

■日　時：１月２０日㊋
　　　　　１０：００～１２：００
■場　所：三木市立市民活動センター
■託　児：要申込
■問合先：三木市育児ファミリーサポートセンター
　　　　　 　☎０７９４－８２－２３９５

　育児ファミリーサポートセンターは、会員同
士が子どもを預けたり預かったりしながら支え
合う相互援助の活動を行っています。
　今回の講座テーマは「子ども
と防災について」。災害時に
子どもをどう守るか、家庭や
地域でできる備えを考えます。

いのちありがとう　vol.5

池川明先生　講演会

コミュニケーション麻雀体験会

■日　時：毎週㊊１０：００～１１：３０
■場　所：三木市立市民活動センター
■主　催：みきコミュニケまぁ～雀「にこにこ」
■問合先：ボランタリー活動プラザみき　　　　　 
　　　　　　☎０７９４－８３－００９０

　亀の子たわしほどの大き
な麻雀牌を使って、楽しく
会話しながら麻雀を体験し
てみませんか？初心者の方
も安心して参加できます。
ぜひお気軽にご参加ください。

みにまーみにまーちゃんちゃんからの
からの　　　　　　　　　　おしらせ

おしらせ
みき人形劇の会主催　

まんてんげきじょう
ぶんぶくちゃがま ・ねずみのおんがくかい

(人形劇団京芸 )

2026年 1 月 25 日 (日 )

開　場　10 ： 15 ～

公　演　10 ： 30 ～ 11 ： 20 (2 本立て約 50 分 )

場　所　三木市立市民活動センター

入場料　大人　100 円 / 小学生以下無料

阪神淡路大震災１. １７追悼式典阪神淡路大震災１. １７追悼式典ののご案内ご案内

■日時 ： 2026 年 1 月 17 日 （土） 14 ： 00 ～ 15 ： 30 （終了予定）

■会場 ：市民活動センター　正面駐車場

１４：００　追悼式典開始
　　　　　　神戸三宮東遊園地 希望の灯り分灯

１４：４６　黙祷・献花
　　　　　　来賓あいさつ

１５：３０　追悼式典　終了

１２：００～炊き出し（カレーライスを予定）
　　　　　　阪神淡路大震災時に配られた
　　　　　　あたたかいお食事を再現します。

問い合わせ先：ボランタリー活動プラザみき（☎０７９４－８３－００９０）   
　　　　　　　 神戸・心絆（代表：杉山　☎０８０－５３００ー６６８６）

主催：神戸・心絆（ここな）
後援：三木市社会福祉協議会

神戸 ・心絆 ( ここな ) 代表コメント神戸 ・心絆 ( ここな ) 代表コメント

　昨年の追悼式までは、宮城県名取市閖上地区の方々とともに開催してまいりましたが、昨年の追悼式までは、宮城県名取市閖上地区の方々とともに開催してまいりましたが、
今年の追悼式には、新たに石川県の方々にもお越しいただく予定です。震災を乗り越え、元気になった今年の追悼式には、新たに石川県の方々にもお越しいただく予定です。震災を乗り越え、元気になった
兵庫県の姿をご覧いただくことで、復興への一つのきっかけとしていただければと考えています。兵庫県の姿をご覧いただくことで、復興への一つのきっかけとしていただければと考えています。
三つの被災地が一堂に会し、地域を越えた横のつながりが広がっていくことを期待しています。三つの被災地が一堂に会し、地域を越えた横のつながりが広がっていくことを期待しています。
　また、参加者の皆さまにとっても三つの被災地それぞれの歩みや想いを直接伺うことができる貴重な　また、参加者の皆さまにとっても三つの被災地それぞれの歩みや想いを直接伺うことができる貴重な
機会になるかと思います。ぜひご参加ください。機会になるかと思います。ぜひご参加ください。

当日並べられる竹灯ろうの中には、
１１月１６日に開催されたみきボランタリーフェスタ２０２５にて
来場者の皆さんに作っていただいた竹灯ろうも並びます。

　神戸・心絆（ここな）は、阪神・淡路大震災の
経験から得た教訓を次世代へ継承することを目的
に活動を行っています。追悼行事で使用する竹灯
ろうは、竹の切り出しから手作業で制作し、神戸
市東遊園地にある「1.17 希望の灯り」から分灯
された灯をともします。
　また、東日本大震災の被災地である宮城県名取
市閖上地区での追悼式の開催をはじめ、能登半島
地震の被災地への炊き出し支援など、被災地との
継続的な交流と支援活動を行っています。



ポータブル電源では調理機器を使うことができ

ず、電気ブランケットや扇風機などの低消費電

力機器なら活用ができること、ソーラーパネル

による充電は天候に左右され不安定なことなど

を報告しました。また三木防災リーダーの会村

尾氏からも補足説明として、使いたい家電の消

費電力を確認してポータブル電源の容量の大き

さを選ぶこと、電気を持ち運ぶことができて便

利などのお話がありました。

　第２部では、災害食の

調理デモとして、ご飯を

パッククッキング (注２)

で炊く方法を紹介。その

後メンバーが考えた災害

食（麻婆豆腐の素＋乾燥はるさめ、オートミー

ル＋お茶漬けの素、高野豆腐＋玉子スープ）の

調理実演を行い、参加者に試食してもらいまし

た。参加者からは、「ポータブル電源は自分が使

用したい電気機器を確認して使うのが大切だと

思った」「いつも食べているものを災害時に転用

できることを学んだ」「次は災害時のトイレにつ

いて知りたい」などの感想がありました。

　集いのメンバーからは、「これからも当事者や

地域の方に、災害時の備えや構えを我が事と思っ

てもらえるように学びを発信していきたい」と

意気込みを聞くことができました。

ボラ・プラみきボラ・プラみきの の 

アクション・レポート アクション・レポート 
（54）（54）

～市民のチカラ～～市民のチカラ～

◆災害時の備えと構えを当事者、家族、支援者で考える集いとは 

　令和元年に三木市障害者総合支援センターはばたきの丘で、はばた

きの丘地域向け勉強会「避難所にひなんしよっと！～地域で協力しあ

う防災への取り組み～」が開催され、防災について学びました。

　そして、防災についての学びを深め、意見交換する機会を継続した

　い勉強会参加者有志が集い、令和２年１１月「災害時の備えと構えを

　　当事者、家族、支援者で考える集い（以下集い）」が発足しました。

　　　　　電動車イスや人工呼吸器を使用しているご本人とその家族、知的障

　　　　　　 がいの当事者家族、地域防災リーダーなどが主なメンバーです。

災害時の備えと構えを当事者、 家族、 支援者で考える集い

～はばたきの丘地域向け勉強会で学びを発信～ 

（注１)非常食とは、発災時から 72 時間の「命をつなぐ食」

　　　のことをいいます。災害食とは、非常食で命をつない

　　　だ後、４日目以降の「被災生活を乗り切るための食」

　　　として、栄養面も配慮し普段から食べ慣れている長期

　　　保存が効く食材を活用します。

（注２)パッククッキングとは、耐熱性ポリ袋

　　　に直接食材を入れて、袋のまま鍋で湯

　　　せんする調理方法です。炊飯だけでな

　　　くカレーなどの煮込み料理もつくるこ

　　　とができます。

◆ 話し合いから出てきた３本柱 

　令和２年１２月に第１回を開催。災害や防災

について普段考えていることや不安・疑問など

を自由に出しあいました。いざという時に「助

けて」と言いにくい一方で、水害に備えて避難

所へ行った際に、地域では自分たちを気にかけ

てくれていることを知る体験をした参加者もい

ました。障がいがあってもなくても、住民同士

お互いにどんな助けが必要かがわかると安心で

きることから、事前の備えには地域と関わりあ

う関係づくりや、障がいのある当事者・家族の

方から求めたい支援内容を発信していくことが

大切だと確認できました。その結果、「①備え・

準備」「②関係性づくり」「③情報発信」の３本

柱の取組を実施することになりました。

　そして、「①備え・準備」としてローリング

ストックや災害食（注１）について学び、「②

関係性づくり」としてハザードマップを活用し

て地域の方と一緒にまち歩きをし、「③情報発

信」としてくらしあんしんシートの書き方や災

害時要支援者調査書について情報発信に取り組

んできました。

◆ はばたきの丘地域向け勉強会で学びを発信 

　これまでの学びの中から、電動車イスや人工

呼吸器を使われている方にとって、いざという

時の電源確保について課題があり、ポータブル

電源でどんなことができるのか実験しました。

また、家にある食材を活用した災害食について

も、どんなものが活用できるか考えてきました。

その内容を１１月２７日 ( 木 ) に開催されたは

ばたきの丘地域向け勉強会「もしも…の時でも

温かいごはん！ポータブル電源の可能性」で情

報発信しました。

　第１部では、ポータブル電源とソーラーパネ

ルの実証実験結果について発表。容量の小さい

項目 内容 助成上限額
企画広報 講演会、講習会、イベント、出版等 １００万円
物品購入 備品等の購入 １００万円
工事 設置工事、改修工事 １５０万円
車両購入 車両の購入（中古車も可） ２００万円

助成金助成金情報情報
助成金等名称

〔申請等期日・期間〕 助成内容 問合・申込先

公益財団法人
木口福祉財団
２０２６年度
地域福祉振興助成

〔応募期間〕
２０２６年
１月１９日（月）～
　　２月１９日（木）

この助成は、障がい者等を支援する福祉活動やボランティア
活動に対する助成を通じてやさしく住みやすい地域社会の創
造に資する事を目的とします。

〔応募資格〕
障がい者等を支援する福祉活動、ボランティア活動に取り組
む団体・グループ     ※法人格の有無、活動の期間は不問

〔対象期間〕
２０２６年９月１日から２０２７年８月３１日までの１年間
に開始し完了する事業

〔対象事業〕
　　

〔助成金額〕
助成総額６，０００万円

公益財団法人
木口福祉財団

〒 659-0051 
兵庫県芦屋市呉川町 
14-10
☎ 0797-21-5150
✉ josei@kiguchi.or.jp
ホームページ
https://kiguchi.or.jp/

〔申込方法〕
WEB 申込
https://kiguchi.or.jp/
jyoseijigyou/jyosei_
program/

問い合わせ先：ボランタリー活動プラザみき　
　　　　　　　☎０７９４－８３－００９０

＂施設サポーター　チーム SR ＂と
                         一緒に活動しませんか？ボラプラ

ボラプラ掲示板掲示板

　施設サポーター　チーム SR は、音響技術を活かした活動を行います。
　市民活動センター利用団体をはじめ、地域やボランティア・市民活動団体の
催しの音響サポートをします。

◎２０２５年度の活動実績◎２０２５年度の活動実績
　緑が丘町文化祭、わくわく１２周年記念祭　緑が丘町文化祭、わくわく１２周年記念祭
初歩の研修も行っています。
その時は定例会の時間が早くなる場合があります。

「音楽が好き」「機器操作が得意！」「ボランティア
活動をやってみたい！」という方は、気軽にご相談
ください。見学もお待ちしております。

活動内容	活動内容	 依頼に応じた音響サポート依頼に応じた音響サポート

定例会	 毎月第 3水曜日１９：００～（市民活動センター）定例会	 毎月第 3水曜日１９：００～（市民活動センター）

―みきボランタリー活動応援「共感ファンド」についてのお知らせ―
毎年、寄付者が共感する活動を自ら選んで寄付することができる「共

感ファンド」の団体募集をかけておりましたが、共感ファンドに応募さ
れるボランティア・市民活動団体にとってより良いしくみを検討してい
くため、今年度は共感ファンドの取組をお休みさせていただきます。

再開するときはお知らせいたしますのでよろしくお願いします。

見学もお待ちしております！


